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摘要．タバ コ シ バ ン ム シ 成虫が新 しい 餌 の ケ
ー

ス に 侵入 し産卵を行う状況や，ふ 化幼虫が 侵入 し生

育す る様子 を 調 べ た．成虫 は 自 らが 生育 羽 化 して 汚 れ た 餌 や 空 の カ ッ プ か ら は急速 に 新 しい 餌 の

ケ ース に 誘引 さ れ移動 し産卵 した ．ま た 直径 61nln の 小穴 か ら も積極 的 に 餌 容器 に 侵 入 した．成 虫

の 餌 へ の 移動 は 6 月下旬ま で は 歩行 に よ り行わ れ ， 方向は 5 月上〜中旬に は暗い 北側方向に 多く，

6 月下旬〜8 月に は明 る い 南但1」へ も同等数 か そ れ 以 ヒの 移動が み られ た．8 月に は飛翔侵人個体が

認 め られ，そ の 移動 は明る い 南側方向に特に 多か っ た．水平に張 っ た ポ リエ チ レ ン 膜や ク ラ フ ト紙

膜 で餌 の 容器 の 蓋を して あ っ て も，成虫 は餌 （の 香り） に反応 して 蓋 の 膜に接して （膜と周囲の プ

ラ ス チ ッ ク部と の 隙間な ど に）産卵した，しか しふ 化幼虫 の 侵入 は認 め られ ず，また 成虫 が そ の 膜

を食い 破 っ て 産卵す る こ と もな か っ た，餌容器 の 蓋の 膜 の 中央 に 直径0．5mrn 弱の ピ ン ホ
ー

ル が あ

る場合は，ふ 化幼虫 が ボ 1丿エ チ レ ン や 紙 の 膜上 を歩行移動 して ピ ン ホ ール か ら餌容器 に 侵入 し餌 を

食 べ て 生 育羽 化 した．こ の 蓋 に お け る水平 の ポ リ X チ レ ソ 膜 や 紙 膜 の 上 を む き出 しの 幼 虫 が 移 動 し

ピ ン ホ ール か ら侵入 す る様子 は，実体顕微鏡下で の 観察 に よ って も直接確 認 で きた．餌容器 を 倒 し

て ポ リエ チ レ ン 膜 を垂 直に して お い て も， 産 卵 は もち ろ ん ピ ン ホ ール の あ る餌容器内で の 幼虫生育

と成虫発生が 認 め られ た．コ ウチ ュウ 目で あ る タバ コ シ バ ン ム シ の 場合も， チ ョ ウ 目の ノ シ メ マ ダ

ラ メ イ ガ同様に ，
ピ ン ホ ール や微細な隙間 か らふ化幼虫の 侵入 が起 こ り ， 容器内や 包装内の 食品 へ

の 侵入 の 大きな原因と な る とい え よ う．

キ
ー

ワ
ード： タバ コ シ バ ン ム シ ，移動，侵入，産卵，餌容器，ピ ン ホ ール

Abstract ，　When 　a　plastic　cup 　in　which 　many 　cigarette 　beetles　were 　eInerging 　form　the　food

（f！our 　with 　10％ dry　east 　powder ）w
’
ere 　placed　in　a　plastic　arina 　（3　1　cm 　x 　17cm × 21cm 　height）

containing 　smaller 　plastic　conaincrs （3　cm 　diameter，5cm 　height｝each 　having 　a　small 　hole　of

6mm 　diameter 　 at 　the　 center 　 of 　the　 sealing （plastic＞cap ，　 most 　 adults 　 moving 　 out 　 of 　the　 cup

entered 　the　containers 　containing 　new 　food　through 　the　hole，　whi 正e　no 　or 　few　adults 　entered

the 　containers 　with 　Ilo　food，　 Although 　the　beetles　cou ！d　nQt 　enter 　the　cQntainers 　when 　those

with 　food　were 　capped 　with 　polyethylene 　film（0、02　m 皿 thick）or 　craft 　paper ，　they　could

ovipQsit 　on 　the　g．　urface 　of 　the　fi！m 　or 　paper ．　 When 　there　was 　a　pinhole　of　about 　O，51nm

diameter　in　the　polyethylene 　or 　paper　cap ，　the　hatching 　larvae　entered 　the　food　containers

through 　the　pinhole　and 　developed 　into　the　next 　generation　adults ．　Adu ！ts　moved 　into　food
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containers 　on 　thc 　floor　on 　fc）ot 　in　May 　 and 　June，　 cspecially 　to　the　darkicr　 sidc ，　 whercas 　a

substantial 　number 　of 　adults 　could 　fly　into 〔ood 　containers 　hung 　high 　above 　the 且oor 　in

August ．　 Theadults 　fiyirlg　irlto　thc　food　containers 　tcnded 　to　choosc 　thosc　on 　the　lighter　side

of 　the　arina ．

Key 　words ： clgarette 　beetle，　movement ，　invasion，　ovipositioll ，　food　container ，　pinho 上e

ま え が き

　 タ バ コ シ バ ン ム シ L αsioderma 　 sem
’
come

（Fabricius）は人家や 工場施設 に お い て 広範囲 の

食品に侵入 し繁殖す る （Mallis，1997＞．本種は人

間の 生活区域 と付近の 屋外 との 交流が示唆 され る

な ど （高 ［［」ら，1992 ；川上 ・ 中野，1996，1997），

発生源 の 特定 に は困難を感ず る こ とが多 い ． した

が っ て ， そ の 食品や関連製品へ の 混入被害防止 の

た め に は成虫 の 潜伏 と移動，侵入産卵，幼虫 の 侵

入 な ど に 関す る習性行動を さ らに知 る 必要が あ

る．Reed ら （1934）は倉庫内に お い て 成虫の 活動

が 盛 ん な 日没前後 に吸引 ラ イ ト ト ラ ッ プ を用 い て

良好 な 防除結果を得て い る．Back （1939）は成虫

が午後遅 くに飛翔 し不快や汚染の 原因に な る こ と

に言及 して い る．著者 も某礎研究 の
一

環 と して ，

2005 年 ， 成虫が新 し い餌 に移動す る状況 と移動

に関連する 日周活動を室内試験容器内で 観察 し，
一部 の 結果をすで に報告 した （辻，2006）．すな

わ ち ， 試験容器内で タバ コ シ バ ン ム シ成虫が餌 の

入 っ た放飼 カ ッ プ，あ る い は空 の 放飼カ ッ プか ら

新 しい 餌の 入 っ た小型 の 捕獲 カ ッ プ に移動侵入す

る状況 を検討 した結果 ， 成虫 は 汚れ た 餌 の 放飼

カ ッ プ や 空 の放飼カ ッ プか らは急速 に 餌入 りの 捕

獲iカ ッ プ に誘引され移動 し産卵す るが，放飼カ ッ

プ 内 に 新 しい 餌がある場合は移動 しな い か，そ の

餌が 汚 れ る ま で 移動が 遅れ る こ とを明 らか に し

た． そ の 際 ， 5 月上旬に は暗 い 北側 （南側の ガ ラ

ス 戸 に対 し反対側） へ の 移動が多 く，6 月下旬に

は明暗 （南北） の 両方向へ 大差 な く移動する こ と

も判 っ た．ま た，成虫 は昼間 は潜伏場所に潜 む も

の が 多 く，日没前か ら外出活動が盛ん とな り，前

夜半 に活動 ピー
ク に達す る こ と も示 した．

　今回 は，2005 年の 実験結果の うち未 発表の も

の ， す なわ ち移動方向に 関す る追加 デ ータ， こ の

よ うな移動 と成虫の 歩行 と飛翔 との 関係，成虫が

狭い 孔か ら餌容器に 侵入する状況 ， 侵入で きな い

容器蓋膜面 へ の 産卵状況，お よびふ化幼虫が ピ ン

ホ ール か ら侵入する状況を検討 した結果を報告す

る．

材料 と方法

1． 実験器具

　1） ア リーナ ， 餌放飼カ ッ プ

　前報 （辻， 2006 ） と同 じ大型 （底面辺 310x

l70　 mm ，上 部 口 辺 340 　x 　200 　 MM ，深 さ 210

mm ）およ び中型 （底面辺 260 × 160　mm ，上 部口

辺 280 　×　170　mm
， 深 さ 190　mm ）の プ ラ ス チ ッ

ク容器 をア リ
ー

ナ と して用 い た．餌 と して，乾燥

酵母粉末 （エ ビ オ ス
，

ア サ ヒ ビ ー
ル （株）） IO％

（重量 ）を混合 した精製小麦粉 （薄力粉，日清製粉

（株）） を用い た．

　2） 放飼カ ッ プ，シ ェ ル タ
ー

　成虫 の 出発点 と して 「放飼カ ッ プ」 と称 し （図

1）， 成虫が発生 しっ っ あ る餌入 りの プ ラ ス チ ッ ク

カ ッ プ （口 径 90mm ，底 面径 80　mm ，深 さ 50

mm ）か ， あ る い は空の放飼 カ ッ プ の 中に成虫 と

5cm

m

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O 、8cm

図 1　 成 虫 の 移 動 実 験 に 使用 した 放飼 カ ッ プ と ベ

　　 ニ ヤ 板製の シ ニル タ
ー

　　 移 動実 験 ア リー
ナ 中 央 に カ ッ プ を 置 き，

　　 カ ッ プ の 中 に シ ェル タ
ーを 板 面が 畢 直 に な

　　 る よ う に 設 置．
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潜伏用 シ ェ ル タ
ー

を入れた もの を用い，それを ア

リ
ー

ナ の 中に置 い て移動実験を開始 した （細部 は

各実験 ご と に 記載）． ア リ
ー

ナ に は ナ イ ロ ン ゴ ー

ス の 網をか け，そ の Eか ら付属 の プ ラ ス チ ッ ク網

蓋を した．

　3） 捕獲カ ッ プ

　成虫の 侵入先 と して小型円筒 ケ ー
ス （市販 フ ィ

ル ム ケ
ー

ス ，口径 30MM ，底面径 29　mm ，深 さ

50mm ）を用 い て 「捕獲カ ッ プ」称 した．通 常は

新 しい 餌 （3g ）を入れ て用 い た が，実験 目的 に よ

り餌を入れ な い もの も使用 した 場合はそ の 旨明記

した．また，通常は蓋 な しで用 い たが，小穴の あ

る蓋を した場合 に はそれを明記 した．捕獲 カ ッ プ

は ア リ
ー

ナ の 中の 南北各辺 あ る い は ど ち らか 1

辺 に沿 っ て 床面 に設置，あ る い は床面か ら離 して

壁面に装着 した （図 2〜8）．

2． 実験の 手順

　 1） 蓋の 小穴か ら捕獲 カ ッ プへ の侵入

　a） 2005 年 7 月 8 日，中型 ア リ
ー

ナ を用 い ，

床の
一

方 （北側） に捕獲カ ッ プ に餌 の 入 っ た もの

3 個と入 っ て い な い もの 3 個を交互 に 並 べ た， こ

れ らは い ずれ も中央 に 直径 6mm の 小穴 の あ る

プ ラ ス チ ッ ク蓋 を した もの で あ る．そ の後 ， 反対

側に成虫が発 生 しっ っ あ る放飼 カ ッ プ を置 き，2

日後に成虫の分布 を調査 した （図 2A ，　A
’

）．

　b） 2005 年 5 月 22 日，大型 ア リ
ー

ナ を用 い ，

 
中 裡 ア リ

ー
ナ

AO

　 　 　 　 　 　 　e

o 　 o 　　　 β　 o

ke
’

Ab

大型ア リ
ー

ナ

。
 

中型ア リ
ー
ナ

 
C

中型ア リ
ー

ナ

 
DO

図 2 　成虫の 移動実験に 用 い た ア リ
ー

ナ と そ の 内

　 　 部配置

　 　 ア リ
ー

ナ 中 の 放飼 カ ッ プ 〔大 円） と 捕獲

　 　 カ ッ プ （小円）．
　 　 A ’

： ド ッ ト入 り小円は餌入 り を示す

南面 と北面 に それ ぞ れ 3 個ず っ 餌 の 入 っ た捕獲

カ ッ プを並 べ た． こ れ らは い ずれ も中央に 直径 6

mm の 小穴 の あ る プ ラ ス チ ッ ク蓋 を した もの で

ある。そ の 後 ア リ
ー

ナ の 中央 に 餌な しの 放飼カ ッ

プをを置 き ， カ ッ プ 中に成虫 16 匹と シ ェ ル タ
ー

を入れ，3 日後 の 成虫 の 分布を調査 し た．（図 2B ）

　2） 成虫の移動方向

　 a ） 2005 年 5 月 22 日 に開始 し 25 囗に 結果 を

判定 し た小穴か ら捕獲カ ッ プ に 成虫が 侵入す る実

験 （前述 1b 参照 ）で ，餌な し放飼カ ッ プ か ら移動

して 南北 の 捕獲 カ ッ プ に侵入 した成虫を 25Er に

回収合併 し，そ の 成虫を使用 して 再度同様 の （小

穴 の あ る蓋付捕獲カ ッ プ の ）実験を 26 日に 行 っ

た，すなわち，大型ア リ
ーナ内の 南北 に捕獲 カ ッ

プを 3 個 ずっ （小穴 の ある蓋 っ き）を並 べ ，中央

の 餌な し放飼カ ッ プ に成虫を シ ェ ル タ
ー

と とも に

入れた （図 2B ）．

　 b） 2005 年 6 月 26 日，第 1 回 目 と して 大型

ア リ
ーナ 内の 南側と北側の 床に それ ぞ れ 3 個ず

っ の （蓋な し）捕獲カ ッ プ を並 べ ，餌な しの 放飼

カ ッ プ に成虫 と シ ェ ル タ ーを入れ て 中央 に設置 し

（図 2B ），　 IEI後 （6 月 27 日） に捕獲カ ッ プ 内そ

の 他 の 成虫分布を調査 した．そ の 調査当日，第 2

回 目と して 中型 ア リーナ 内の 南側 と北側 の床 に そ

れ ぞ れ 2 個ずっ の （蓋 な し）捕獲カ ッ プ を並 べ た

もの を 2 個用意 し （図 2C ），空の 放飼 カ ッ プ に成

虫 と シ ェ ル タ
ー

を入 れ た もの を ，
2 個 の ア リ

ー
ナ

の そ れ ぞ れ に 設 置 した．2個 の う ち の 1個 の ア

リーナ で は 第 1 回 目の 実験 で 南側 の 捕獲 カ ッ プ

に 入 っ た成虫を 入れ ， 他の 1 個で は北側 の 捕獲

カ ッ プ に 入 っ た成虫を入 れた．成虫の 分布調査 は

1 日後 （6 月 27 日）に行 っ た．

　 c） 2005 年 7 月 8 日，第 1 回 目と して 中型 ア

リ
ー

ナ 内の 南面 と北面 の 床に そ れ ぞ れ 3 個ず っ

の （蓋な し）捕獲 カ ッ プを並 べ （図 2D ），成虫が

発生 しっ っ ある餌入 り の 放飼 カ ッ プ を中央 に 置

き，2 日後 （7月 10 円）に捕獲カ ッ プ内そ の 他の

成虫分布数を調査 した．第 2 回目は ア リーナ の サ

イ ズ と （蓋な し）捕獲 カ ッ プ の 配置は第 1回 目と

同 じもの を 2 個用意 したが，それぞ れ中央の放飼

カ ッ プ は空 の もの で あ る．さ ら に ， 成虫は上記実

験の調査 日 に南面の 捕獲 カ ッ プ に入 っ て い た成虫
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と北面 に入 っ て い た成虫を別 々 に 回収 し，当 日

（7 月 10 日）別々 の ア リ
ー

ナ の捕獲カ ッ プに入れ

て 1 日後 （7 月 11 日） の 成虫の 分布数を調査 し

た．

　3） 粘着シ ー
トに よる成虫歩行侵入の 妨害

　大型 ア リ
ー

ナ を用 い ，ア リ
ー

ナ の 床面 に置か れ

た （蓋な し）捕獲カ ッ プ へ の 歩行侵入を妨害す る

目的で，捕獲 カ ッ プ の 底面外径 （30mm ）よ りや

や大型 の （43mm 四方， 図 3A ，また は 50　mm 四

方， 図 3B ） 正方形粘着 シー トを下に敷 い た捕獲

カ ッ プ 2 個 と ， 粘着 シ
ー

ト を敷 い て い な い 捕獲

カ ッ プ 2 個とを並 べ ，成虫の 侵入数を調 べ た．捕

獲 カ ッ プ を床の一方 （南側） に片寄 らせ て 並べ ，

そ の 反対側に餌な しの 放飼カ ッ プ に成虫と シ ェ ル

タ
ー

を入れ て 置き （図 3），そ の 後の 成虫の 分布数

を 調 べ た．実験 は 2005 年 6 月 4〜7 日，と 7〜

10 日の 2 回行 っ た．

　4） 高所設置の捕獲カ ッ プへ の成虫の 侵入

　a ） 大型 ア リ
ーナ を用 い ，ア リ

ー
ナ 内の 一

方

（北側） の 壁 に 片寄 らせ て ，床面 に 捕獲 カ ッ プ 3

個を設置， さ らに床か ら （開 口部 140mm ，底面

90mm の 高さ に ） 離 して 壁 に 3 個を接着 し，反

対側 に餌 な しの放飼カ ッ プ に成虫 と シ ェ ル タ
ーを

入れ設置 した （図 4）． 2005 年 5 月 26 日に 設置

し 3 日後の成虫の 分布数を数え た．

　b＞ 大型 ア リ
ーナ を用 い，そ の 内部南北両方に

捕獲iカ ッ プ を 2 個 ず っ ，床か ら離 して （開 口 部

140mm と して ）壁 に接着させ ， 中央 に餌な しの

放飼カ ッ プ に成虫と シ ェル タ ーを入れ て 2005 年

5 月 31 日 に 設置 した ．3 日後 に成虫の 分布数を

確認 したが ， 捕獲カ ッ プ へ の 侵 入が な か っ た の

で ，そ の 日の うち に （6 月 3 日）壁面の 捕獲カ ッ

プそれ ぞれ の ドの 床面に 追加の 捕獲カ ッ プ （計 4

個）を設置 して 翌 日 の 成虫分布数 を確認 した （図

図 4 　捕獲 カ ッ プ を床面 に 置 い た も の と離 した も

　　 の と の 比較実験 の 内部配 置

　　 左 ： 大型 ア リ
ー

ナ 内 の 「則面 俯 瞰写真　右 ：

　　 ア リ
ー

ナ縦方向 の 俯瞰写 真

A

 

0囹 0回

B
　

　

　

　

る

ρ
鍔

◎

○
　 　 　 　 43mm

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 50mm

図 3　粘着 シ ートに よ る歩行侵入妨害実験 に 用 い

　 　 た ア リー
ナ の 内部配置

　　 上 ： 大型 ア リ
ー

ナ 内 の 配置　下 ： 捕獲 カ ッ

　　 プ と粘着 シ ートの 位 置関係 （拡大）

図 5　 は じ め捕獲 カ ッ プ を 床面 を離 して 設置 し，
　　 後 で 床 面 設 置 を 追加 し た 実験の 内部配 置

　　 上 ： 大型 ア リ
ー

ナ 内配置 の 平 面 図　下 1 ア

　 　　リーナ 配置 の 側面図

　　 は じめ は 上 の 捕獲 カ ッ プ の み を 設 置 し， 3

　 　 日後 に ドの 捕獲iカ ソ プ を 追 加 設 置 した．
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図 6 　は じめ 捕 獲 カ ッ プ が 床面 か ら離 れ て 設置 さ

　　 れ，後 で 床面設 置 と交代 した 実験 の 内部配

　 　 置

　　 上 ： は じめ 捕 獲 カ ッ プ を 床 か ら離 して 高所

　 　 設置 した．

　　 下左 ： 41 時間後 の 1 コ
ー

ナ
ー．高所へ の 飛

　　 翔侵入 は 頭打 ち と な り，歩行個体 が カ ッ プ

　 　 下方 の 床 に 集合 した．

　　 下右 ： 41 時間後 に 高所 の 捕獲 カ ソ プ を 除去

　　　し新 カ ッ プ を 床 に設置す る と，歩行個体 が

　 　 侵入 した．

5）．

　c） 高温 の 季節 の 反応 を調 べ る た め，2005 年 8

月 9 日 に上記 b）と類似 の 実験を行 っ た，大型 ア

リ
ー

ナ の 内部南北の 両方に 捕獲 カ ッ プ を 2 個ず

っ 床 か ら離 して 壁に 接着さ せ， 17 時に ア リ
ーナ

中央 に成虫が発生 しっ っ あ る餌入 りの 放飼 カ ッ プ

を置 き ， 41 時間後ま で に捕獲 カ ッ プ内そ の 他 の

成虫分布数 を数え た （図 6 上）．41 時間後の 時点

で 壁面の 捕獲 カ ッ プを侵入成虫とと もに 除去 し，

直ち に 南北両方の 床面に 2 個ず つ （合計 4 個） の

捕獲 カ ッ プを設置 し （図 6 下右），追加 31 時間 目

ま で の 成虫の 分布数を数え た．

　5） 捕獲カ ッ プ蓋 の膜面 へ の 産卵 と幼虫の 侵入

　a） 捕獲 カ ッ プ の はめ込み式の プ ラ ス チ ッ ク蓋

の 外周 を残 して 直径 2 セ ン チ の 円形 に 切 り抜い

て 開口 部 と し， そ の 開口部 に厚 さ 0．020mm の ポ

リエ チ レ ン 膜が伸張す るよ う に捕獲カ ッ プ の 蓋の

外周を膜 の 上か らはめ込ん で用 い た （図 7A ）．こ

の膜面 の 中心 に直径 0．5mm の 昆虫標本針を突き

刺 して ピ ン ホ
ー

ル を作 っ た捕 獲 カ ッ プ 3 個 と ピ

scm

A3cm
　　　 ボリエ チ レン

　 　 　 または 紙の 膜

一ピンホ
ー

ル

B C

蓋の 外周

新しい餌

大型 ア リーナ ○
大塾アリ

ー
ナ

図 7 　蓋 の 膜面 へ の 産卵 と 内部 へ の 幼虫 の 侵入 を

　　 調 べ る捕獲 カ ッ プ とア リ
ー

ナ 内の 配置

　　 A ： 捕 獲iカ ノ ブ 〔ピ ン ホ
ー

ル 有無 の 2 種 を

　　 用意 し た）　B ： ア
［丿
一

ナ 内の 配置 （蓋 は ポ

　 　　 リエ チ レ ン 膜）　C ： ア リ
ー

ナ 内 の 配置 （蓋

　 　　は ク ラ フ トペ ーパ ー）

図 8 蓋 の 膜面， 特に 垂直な膜面 へ の 産卵 と 内部

へ の 幼虫の 侵入を調 べ る ア リ
ー

ナ 内 の 配置

ア リ
ー

ナ の 3 コ ーナ
ー

に 1 セ ッ トずっ の 捕

獲 カ ッ プ を 設置 した．
1 セ ッ ト 3 個 の 捕獲 カ ッ プ の 蓋 は ポ リエ チ

レ ン 膜，そ の うち 2 個 に は 蓋 の 膜中心 に ピ

ン ホ
ー

ル が ある．
ピ ン ホ

ール の あ る 1 個 は横 転 さ せ，膜面 を

垂直 に 保 っ た．

ン ホ ー
ル の な い膜面の 捕獲カ ッ プ 3 個とを，大型

ア リ
ー

ナ 内の 北側 に交互に 並べ ，反対側に餌の な

い 放飼 カ ッ プ に 成虫 24 匹 とシ ェ ル タ
ーを入れ た

もの を設置した （図 7B ）． 2005 年 6 月 5 日 に設

置 し， 5 日後 （6 月 10 日）に捕獲 カ ッ プ上 の 暫定

産卵数を数え，捕獲カ ッ プ内で 発生 した 次世代成

虫 を 51 日後 （7 月 31 日） まで 数え た，

　b｝ 上記同様 に して ピ ン ホ
ー

ル の あ る ポ リエ チ

レ ン 膜 蓋の 捕獲カ ッ プ 6個 と ピ ン ホ ール な し膜

蓋 の 捕獲 カ ッ プ 3 個を用意 した ．大型 ア リ
ー

ナ 内
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部 の 4 隅の 内 3 隅の それぞれ に ，水平な 蓋面を上

に して 正常 に立て た ピ ン ホ ー
ル の ある捕獲カ ッ プ

1 個 と ピ ン ホ ール な しの 捕獲カ ッ プ 1個，およ び

ケ ー
ス を倒 して 蓋面を垂直に した ピ ン ホ ー

ル の あ

る捕獲カ ッ プ 1個 の 合計個 を一
組 と して 設置 し

た （図 8），ア リ
ー

ナ の 中央 に餌な しの放飼 カ ッ プ

を置 き， そ の 中 に 成虫約 50 匹 と シ ェ ル タ
ー 3 個

を人れた．2005年 7 月 16 日に 設置 し， 7 円後 （7

月 23 日 ） に捕獲 カ ッ プ上 の 暫定産卵数を数え，

捕獲 カ ッ プ内で発生 した次世代成虫を 39 日後 （8

月 24 日）ま で 数え た．

　c） 上記実験 の ポ リエ チ レ ン膜の 代わ りに ク ラ

フ トペ ーパ ーを使用 した捕獲カ ッ プ を用 い ， ピ ン

ホ ール の あ る捕獲 カ ッ プ 1 個 とな い 捕獲カ ッ プ 1

個 の 組み合わせ を セ ッ トに して ，大型 ア リーナ 内

の 4 隅に設置 した （図 7C ）．そ の 後，ア リ
ー

ナ中

央に成虫が 発生 しつ っ あ る餌入 りの 放飼カ ッ プを

置き，実質 205 匹を放虫 した （後 に ア リ
ー

ナ床上

の 死体で 確認）．2005 年 8 月 16 日 に 設置 し， 7

日後 （8月 23 日）に産卵数 を数え ， 捕獲カ ッ プ内

で 発生 した 次世代成虫を 53 日後 （10 月 8 日）ま

で 数え た．

結果および考察

　1） 蓋の 小穴か ら捕獲カ ッ プへ の侵入

　7 月 8 日開始 の実験で ，直径 6mln の小穴 の あ

る蓋 を した捕獲 カ ッ プ の 中に実際に 餌の入 っ て い

る もの と入 っ て い な い もの を並 べ ，餌か ら発 生 し

っ っ ある放飼カ ッ プを巾央に置 い て 出て くる成虫

に 選ばせ た結果を表 1 に 示す．侵入個体の 98 ％

（105／107）が餌入 りの 捕獲カ ッ プ に人 っ た ，

　 5 月 22 日開始 ， 直径 6mm の 小穴 の あ る蓋を

し た捕獲カ ッ プ に すべ て餌を入 れ ， 中央 に餌な し

の 放飼 カ ッ プ に成虫を入れ設置 した と きの 成虫の

侵入状況を表 2 （1次試験）に示す．成虫は 3 日以

内に全て餌 な しの 放飼カ ッ プを離れ，そ の ほ とん

ど （15／16）が 捕獲カ ッ プ に侵入 した．そ の 移動侵

入個体 の 大部分が北側の 捕獲カ ッ プ に 侵入 した．

　上記 の 結果 は，成虫が 餌の 存在を認識 して 小 さ

な穴 や 隙間か ら侵入 す る こ とを明確 に示 して い

る．著者 （辻，1999）は タ バ コ シ バ ン ム シ とと も

に 貯蔵食品害虫と して 最 も被害 の 多 い ノ シ メ マ ダ

ラ メ イガ に つ い て ， 成虫が直径 3〜6mm の 小穴

を通過する な ど狭 い 場所に産卵餌を求め て侵入す

る こ とをす で に報告 して い る．タバ コ シ バ ン ム シ

成虫 も同様 の 積極的侵入 行動を示す と い え る．

　2） 成虫の移動方向

　上記 5月 22 日開始の 実験で は， 大部分の 成虫

が 北側の 捕獲 カ ッ プ に侵入 したが ， こ れ らの 侵入

個体を回収 し， 同様に して行 っ た 5 月 26 日の 実

験 で は，む しろ南 側の 捕獲 カ ッ プ へ の 侵入が 多

表 1　直径 6mm の 小穴 か ら侵 人 す る成虫 に 対す

　　 る餌 の 誘引性 〔設置 2 日後）

　　 7 月 8 日，成虫 が 発生 しつ っ あ る 飼育 カ ッ

　 　 プ を設i
　 　 初期成虫 の 日齢 ： O〜10 日

餌あ り 餌 な し

カ ッ プ の 位置　侵入 虫数 　カ ッ プ の 位 置　侵入虫数

ade 08

冖
’

432 、
DC

ρ
1

101

表 2 　1司
一

個体群の 移動方向に 関 す る繰 り返 し実験結果 （1〕（22〜26℃）

　　 餌な しカ ッ プ の 成虫を設置 （成虫初期齢 ： 2〜7 日）

　　 上 ： 5 月 22 目 に 設置，3 日後の 結果 〔後で 成虫を全部回収）

　　 下 ： 5 月 26 囗 ヒ記個体群 を再設置，3 目後の 結果

成 虫出現

後 口齢

放 飼 カ ッ プ 捕穫 カ ッ プ

放飼 目時 検査 囗時 　 底

餌 ナ シ

・ 粛 一
璽側劬 ・ プ 北・・1劬 ▽7 喉

ナ

合計

上 部 τ 部 東 中央 西 東 中 央 酉

1 次試験　　　2〜　7 凵　　　5 月 22 凵 12時　　　25 円　12時　　　　0
2 次試験　 6〜11 日　　5 月 26 日 9 時　　29Hl8 時　　0o

　oor 〕 1473 　1 　 王6
0 　1 　2 　1 　53 　0 　1 　 3 　 16

1 次試験で 捕獲 カ ッ プ に 入 っ た全成虫を回収 して 2 次試験 を 行一，た．
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表 3　同
一

個体群の 移動方向に 関す る繰 り返 し実験結果 （2）（29〜31℃ ）

　　　1次 試 験　 ： 6 月 26 口，餌 な し カ ッ プ に 入れ た成虫を設置，1 日後の 結果

　　　　　　　　 （羽化出現後 0〜2 口齢 の 成虫を 使用，88 匹）

　　　2 次試験 A ： 1次試 験 で 南側 の 捕獲 カ ッ プ に 入 っ た個体 の み （40 匹） を 集 め て 再試験 した 結果

　　　　 　　　　 （設 置 1 日後 ）

　　　2 次試験 B ： 1 次試験で 北「則の 埔獲 カ ッ プ
．
に 入 っ た 個体の み （40 匹） を 集 め て冉 試験 した結果

　　　　　　　　 （設置 1 日後）

　　　　　　　　（2 次 試 験 の 捕 獲 カ ッ プ は 2 個の み 使用，ま た ア リ
ー

ナ か らの 脱出個体があ っ た，）

成虫出現

後 日齢
放飼 日 時

放飼 カ ソ プ （餌 な し〕

検 査 H 時
底　 　シ ェル タ

ー
刮

へ

冂

ナ
一

床

別

プ”御捕
」
プカゆ瞰ゴプンカゆ但南

西映4乗西咲口東

1 次 試験

2 次試験A
2 次 試験 B

O〜2 囗

1〜3 口

L〜3 凵

6 月 26 日 19 時　　　27 凵 17 凵寺　　　 4

6 丿j27 日　18 日ti　　28 日　　9　H寺　　　　8
6 月 27 日 18 時 　 28 日 　9時 　　11

400 15　15　1018 　11　11　　Q
5 − 　33 −

　4 　 0
5　　　　 　7　 3　　　 　　3　 　　0

839822

表 4 　同
一

個体群の 移動方向に 関す る繰 り返 し実験結果 〔3）〔27〜29℃ ）

　　　1 次試験　： 7 月 8 日，成虫が 発生 しっ っ あ る飼育カ ッ プ を中型 ア 「1一ナ 中央 に 設置，2 日後の 結果

　　　　　　　　（成虫出現開始か ら 4 日 目の カ ッ プ，調査時 に カ ソ プ 内に 100 匹以上存在）

　　　2 次試験 A ： 1 次試験で 南側 の 捕獲 カ ッ プ に 入 っ た 個体 の み を集 め て 再試験 した 結果

　　　　　　　　（設 置 1 日後）

　　　2 次試験 B ： 1 次試験で 北但1亅の 捕獲 カ ッ プ に 入 っ た個体 の み を 集め て 再試験 した 結果

　　　　　　　 　 （設置 1 目 後）

放飼 カ ップ

成山出現

後 H 齢
放飼 日 時 検査 日日寺

底

　 　 　 　 　 　 　 　 捕 獲 カ ッ プ

。 ．ル ，一一
・・l」… ’

・
　7
’

北・・励 ・ プ
ア

影 ・・

　 　 　 　 東 　巾 央 　西 　東　 111央 　西

1次試験

2 次試験 A

2 次試験 B

O 〜4 日

O〜6 囗

0〜6 凵

7 月 8 日 14 時 　 10 口 11時

7 月　10 日 12 四寺　　11 口 18 時

7 月 10Rl2 時 　ll 日 18時

発牛餌あ り

餌 な し　2

餌 な し　3

多数 　　　15　 16　 19　12　 21　 20 　　 21

0 　　　　14　　 8　　13　1〔〕　　 3 　　 4 　　　　0　　　　51

0 　 1510 　38 　410 　 0 　 53

か っ た （表 2），

　6 月 26 日開始 の （捕獲 カ ッ プ に は蓋 な し ・ 以

下同様））実験 で は，南側 と北側 の 捕獲 カ ッ プ に ほ

ぼ同数の 個体が 移動侵入 した （表 3，1次試験）．

南側と北側に入 っ た個体群を別 々 に 回収し て ，そ

れぞれ 同様の 実験を行 っ た結果，は じめ の 実験で

南側に入 っ た個体の うち次の 実験で も南側 に移動

した数 （12 匹）は，北側 に移動 した 数 （6 匹）よ

り多か っ た が，北側 に移動 した数が非常 に少 な い

とは言 えな い （表 3，2次試験 A ）．
一

方 ， は じめ の

実験 で 北側に移動 した個体の うち次 の 実験で も北

倶1jに 移動 した数 （7 匹）は，南側に移動した数 （8

匹）と ほ ぼ同 じか やや少な か っ た （表 3，2 次試験

B），同様 の 実験を 7 月 1 日開始 で 行 っ た結果 も

ほぼ同様で あ っ た （表 4）．

　著者 は前報 （辻，2006 ）に お い て，5 月上〜巾

旬に は暗 い北側 へ の移動が多 く， 6 月下旬に は明

暗 （南北）の 両方向へ 大差な く移動する傾向をす

で に報告 した． 今回 の デ
ー

タで も 5 月 22 日設置

の 移動実験で は暗い 北側 へ の 移動が圧倒的 に 多 く

（表 2 の 1 次試験）そ の 後 の 5 月下旬〜8 月上旬

の移動 で は明暗方向に1司程度 に （飛翔個体で は明

る い南側 に多 く）移動 し （表 2 の 2 次試験，表 3，

4，8 右），前報 で の 傾向が大局的に再確認 された．

こ の 移動方向 の 変化に は温度が関係 して い る と思

わ れ，5 月下旬 〜6 月に み られ る行動変化 の 境界

気温 が 25℃ 前後 に あるよ うに 感 じられ る，5 月

上旬 に暗い 方向へ の 移動が多 い の は ， 比較的低温

の 野外 へ の 移動を防 ぐ効果が ある と思われ る．

　 上記に 関連 して ， 同 じ個体を短期間の うち に 二

度 目の 移動実験 に用 い て
一
度目と同 じ移動傾向を

示す か ど うか を調 べ た 結果で は，5 月 22 日設置
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と 26 日設置の 間で 移動傾向の 逆転が起 こ り （表

2），一
度 目の 実験で 明る い 方向に移動 し た個体だ

けを二 度目に使用 して も， そ の結果 の 移動方向は

明暗大差な く別れ
， 逆 に 暗 い 方向に移動 した個体

も二 度 目に は明暗大差 な く別れ た （表 3，　4）．すな

わ ち ， 移動方向は個体が長期的に維持す る性質で

は な く，温度そ の 他の 条件で 簡単に 変化 させ られ

た り、高温条件下で はどち らの 方向で も可能 で あ

るよ うな性質で あ る と思われ る．

　3） 粘着 シー トに よる成虫歩行侵入の 妨害

　粘着 シー
トを捕獲カ ッ プ の 下 に敷い て 成虫 の 歩

行侵入 を妨害す る 6 月 4〜7 日，お よび 7〜10 日

の 実験結果 （表 5 上，下）で は，捕獲カ ッ プ に侵

入す る個体数が粘着 シ
ー

トの 存在で 大 きく妨害さ

れ，特に シ ー トの サ イ ズが 十分大き い と完全に 侵

入が阻止 され た ． 同様の 結果は 6 月 28 日 に設置

表 5 　捕獲 カ ッ プ ドの 粘着 シ
ー

ト に よ る 成虫 の 歩

　　 行侵入 妨害試験 の 結果 （24〜27℃）

試験 A 　粘 着 シ ー
トの 1辺 ： 43mm

捕獲 カ ッ プ

下 の 粘着板

捕獲 カ ッ プ 侵人個体数

1 2 合計

り

し

あ

な

1
ρ
Q

11 9一
7

6 月 4 目設置 （0〜8 日齢），3 日後 の 結果

供試虫数＝16，侵 入 数 ＝ 9，非侵入＝3，逃亡；4

試験 B ： 粘着 シ ー
トの 1 辺 50mm

捕獲 カ ッ プ

ドの 粘着板

捕獲カ ッ プ侵入個休数

した同様の 実験で も確認で きた （デー
タ省略），こ

の 結果 は ， こ の 時期 （6 月）の 捕獲 カ ッ プ へ の侵

入が歩行 に よ っ て 行われ る こ とを示 して い る．

　4） 高所設置の 捕獲カ ッ プへ の成虫の侵入

　ア リーナ の 床か ら離 して 高所 に 設置 した 捕獲

カ ッ プ と，床に 置い た捕獲カ ッ プ を同時 に 成虫に

選ば せ た場合の 成虫の 侵入状況 を調 べ た 5 月 26
〜29 日 の 実験結果を表 6 に示す．これに よ る と，

底が ア リ
ー

ナ の 床か ら離れ て い る捕獲 カ ッ プ に は

成虫が 全 く侵入せ ず ， ア リ
ー

ナ の 床に 置かれ て い

る もの に だけ侵入 した．

　 は じめ に ア リ
ー

ナ の 床か ら離 した 捕獲カ ッ プだ

け置 き， 後で 床に も追加 した場合 （5 月 31 日
〜6

月 3 日）の結果を表 7 に 示す．こ の場合，3 日後

で も成虫は侵入で きず，追加の 捕獲 カ ッ プを床に

置 い た とき，す べ て の 成虫が
一

昼夜以内に そ れに

侵入 した．これ らの 結果は粘着 シ
ー トに よ る歩行

侵入の 妨害 と同様の こ とを示す．すなわ ち， 5 月

お よ び 6 月下旬ま で の 成虫移動が ほ とん ど歩行

に よ っ て 行われ た こ とを示す．

　
一方，8 月に行われ た実験結果 （図 9）で は ， 成

虫の 移動が相当の 割今 で 飛翔 に よ っ て 行われ た ．

す なわ ち ， 床か ら離れ た捕獲カ ッ プ （高所 カ ッ プ ）

の み を設置 して 8 月 9 日 17 時に 開始 した実験で

は， ア リ
ー

ナ内で 盛ん な飛翔が 認め られ，結果的

に 1 時間〜15 時間後にか け て 多数 の成虫が こ の

高所 カ ッ プ に 侵入 した （図 9 一ヒ）． しか し， 39〜

41 時間後には侵入個体数の 増加が頭打ちとな り，

1 2 合計

り

し

あ

な

0
「
Q

02 07

6 月 7 日設 置 （3〜11 日齢），3 目後の 結果
供試虫数 ＝ 9，侵入 数＝7，非侵入＝L 死亡 ＝1

表 7　床 面 を 離 して 設 置 した 捕獲 カ ッ プ へ の 成虫
　　 の 侵入 （22〜26℃ ）

5 月 31 日 壁面 に 新餌ケ ー
ス を 設置，3 日後追加

ケ
ー

ス を 床面 に 設 置

（0〜5 日齢 8 匹使用，8 匹と も床面 の カ ッ プ に 侵

人）

表 6　5 月 に お け る，上部壁面の 捕獲 カ ッ プ と 床

　　 面の 捕獲 力 ．
／ プ へ の 侵入 成虫数 の 違 い

5 月 26 凵 設 置，3 日後 （5 月 29 凵）侵入虫数 倹
査 〔22〜26

°C）

経過時間 壁面 （高所）

捕獲 カ ッ プ位 置

床面 （低 所 ）

捕獲 カ ッ プ 侵入個体数

東 中央 西 合計

壁面 （高所）

床面 （低所）

0
ρ
D

00 07 013

02482755　

1247789
カ ッ プ 設置

　 　 0

　 　 0

　 　 0

　 　 0
　 　 0

　 　 0
　 　0

置設プ

58

ツカ
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図 9 　床面か ら離 して 設置 した捕獲 カ ッ プへ の 飛翔侵入 〔29〜32℃）

　　　ヒ： 飛翔侵入．8 月9 日 17 時 ・高所設置捕獲 カ ッ プ で の 経過 （壁而に 設置．開 口 部 の 高 さ 14cm ）

　　 侵 入 個体数 ； 109．41時 間 後侵入数 は頭打 ち とな っ た．

　　 下 ： 歩行侵入．上記 捕獲iカ ッ プ を 除去後，床面設 置 した 捕獲 カ ッ プ で の 経過 （床面に 設置，開 口 部の 高 さ

　　　5cm ）
　 　 上 記 カ ッ プ 内外の 残留個体 を そ の ま ま使 用．侵入個体数＝258．非侵入数 ＞ 100

ア リーナ床に は （特 に捕獲 カ ッ プ の直下の床 に集

合し て ）依然多 くの 成虫が 残留 して い た の で ，高

所カ ッ プを （侵入成虫 109匹も）除去 し，床面に

捕獲 カ ッ プを設置 した と こ ろ ， そ れか ら数時間の

うち に多数 （258 匹） の 成虫が そ れ らに歩行侵入

した （図 9 下）．こ の 歩行侵入 も 20〜32時間後に

は頭打ちとな り，活発で な い 個体 100 匹以上が 床

面 ま た は放飼 カ ッ プ 内に 残 され た． こ の 間，ア

リ
ー

ナ の 壁 を登 る個体は常時 1〜2 匹 と少な く，

しか も 2〜3cm 以上 の 高 さ に は 登れ なか っ た．

一方，床置きの 捕獲 カ ッ プ の 外壁 （高 さ 50mm ）

に は成虫が容易に登 っ て歩行侵入 した．こ れ は捕

獲 カ ッ プ 〔軟質） と ア リーナ ケ
ー

ス （硬質） との

間に 材質の差 があるた め と思 われた．（それ に よ

り， かえ っ て飛翔に よる侵入状況を 明らか に する

こ と が で きた と もい え る）．さ らに，8 月の 飛翔に

よ っ て 侵入 した成虫 の 移動 は明 らか に 明る い 方向

に 多 く （表 8 左）， 残 りの 歩 行侵 入個体 は 明暗

表 8 　8 月 に 高所 に （飛来）侵 入 した 成虫と，低

　　 所 に 　（歩行） 侵入 した成虫の 移動方向　（図

　　　9 の 個体）

　左 ： 8 月 9 目 に 設置，2 日後 ま で の 高所設置 の 捕

　　 獲 カ ッ プへ の 侵人個体数

　　　（床 面 か ら離 し て 設置．開 口 部 の 高さ 14

　　 cm ）侵入 は飛翔 に よ る と み られ る もの．

　　　羽化最盛期 の カ ッ プ を設置．侵入個体数 ；

　　　109 ．41 時間後侵入数 は 頭打 ち と な っ た ．
　右 ： 上記 捕獲iカ ッ プ を侵入個体 ご と 除去 し，直

　　　後に新捕獲 カ ッ プ を 低所設置，2H 後 ま で

　　　の 侵人個体数

　　　（床面に 設 置 開 口 部 の 高 さ 5cm ）侵入 は

　　　歩行 に よ る と み られ る もの ．
　　　上記 除去 カ ッ プ 以外 の 残留個体 を そ の まま

　　　使用．侵入個体数＝258．非侵人数 ＞ 100

8 月 9 日〜ll 凵

　 飛来侵入

8 月 11 日
〜13 日

　 歩行侵入

東　　　西　　　合言1−％　　　　東 西　 合計％

　南

　北

合計％

49 　　34 　　　76．1　　 76　　　　65

11 　　15 　　 23．9　　46 　　　 71

55　　45 　　100　　　 47．3　　　52、7

54．745
．3100
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半々 の割合で 移動が み られ た （表 8 右）．

　 こ れ らの 結果 は高温時に は飛 翔に よ る移動 も多

い こ とを示 して い る．実際夕方か ら盛ん な飛翔と

飛び込みが 目撃 され た． しか し， そ の 際に も床に

置かれ た捕獲カ ッ プ に しか侵入で きな い個体 の 数

の ほ うがむ しろ多か っ た こ とは （図 9，表 8），成

虫の 歩行が意外に 敏捷で あ る こ と とあわせ て ，本

種の 移動に お け る歩行 の 重要性を 示 して い る と い

えよ う．

　 こ の高温時期の飛翔侵入個体 は明 る い南側 へ の

移動が北 側へ の 3 倍以上多 く （表 8），明 る い 方

向， た とえば屋外な どへ の 長距離移動に適 して い

る と考え られ る．河野 （1982）は 本種成虫が夕 日

の 当た る窓 に多 く飛翔 して 集まる こ とを述 べ ，川

上 ・中野 （1997）は成虫が 夏期に 屋外 に 分散 す る

と推定 して い る が， こ こ で得 られ た結果は，それ

らの 実験 的裏づ け とな る もの と い え る．そ の
一

方，高温時期の 歩行侵入個体の 移動は 明暗両方向

問で 極端な差が な く，近距離 の探索行動 に適 して

い る よ うに思わ れ る．

　5） 捕獲カ ッ プ蓋の膜面 へ の産卵と幼虫の 侵入

　 ポ リエ チ レ ン 膜で 蓋を して ア リ
ー

ナ床上 に 置 い

た 捕獲カ ッ プ へ の 暫定産卵数 （全期間 の 産卵数で

はな い ）をみ る と （表 9 左），成虫 は餌 に直接触れ

な くて も蓋の 膜面 （外周 と の 間 の 隙間） に産卵す

る こ とが 示 され， ピ ン ホ
ー

ル の あ る ほ うが多 く産

卵され た．成虫は夕方か ら活発に こ れ らの 餌ケ ー

ス に登攀 し，蓋の 外周や膜面上を歩行す る の が認

め られた．餌 ケ
ー

ス 内で発生 した次世代成虫数を

み る と　（表 9 右），
ピ ン ホ ール の ある餌 ケ ー

ス で

表 9　 ボ 1丿エ チ レ ン 膜蓋 の 捕獲 カ ッ プ へ の 成虫に よ る庠 卵 と次世代戉虫の 発生数

　　　6月 5 日設 置 〔成虫 日齢 不 明，24 匹 ），カ ッ プ ABC の 3連 区 （24〜27℃ ）

　　　左 ： 暫定産卵数

　　　　 5 日後 （6 月 10 日） に ケース 表面に 産 ま れ て い た 卵数 を数 え た．（24〜27℃ ）

　　　　　（ほ と ん ど が ポ リ エ チ レ ン 膜 表 面 と蓋 枠 α）間 の 隙 間に 産 まれ て い た，〉
　　　右 ： 発生成虫数

　　　　　ケ ース の 中で 発 生 した 次世代成虫を 61 日後 （7 月 31 日）まで 数え た．（24〜31℃）

暫定産卵数 発生成虫数
捕獲 カ ッ プ

ピ ン ホ
ー

ル 無 　 ピ ン ホ
ー

ル 膏 合言1 ピ ン ホ
ール 無 　 ピ ン ホ

ール 有 合計

ABC
冖
001 38R

）

RV87 000 581　

　

1

厂
D81　

　

1

合計 6 17 23 0 24 24

表 10 乖直お よ び水平 な 司ミリエ チ レ ン 膜蓋 の 捕獲カ ッ プ へ の 産 卵 と次世代成虫 の 発生数

　　　7 月 16H 設置 （Fl齢不 明，約 50 匹）， 捕獲 カ ッ プ を ア リー
ナ の 3 隅 （ABC ）に 配置 （28〜31℃｝

　　　左 ： 暫定産卵数

　　　　 5 お よ び 7 目後 （7 月 21／23 口）の 捕獲 カ ッ プ 表面 の 卵数 （同数 で あ っ た ）．〔28〜31
』
C）

　　　　　（ほ と ん ど が ポ リ ェ チ レ ン 膜表面 と蓋 枠の 間 の 隙間に 産 まれ て い た．）
　　　右 ： 発生成 虫数

　　　　 捕獲カ ッ プ の r［1 で 発生 した次†L亅代成虫 を 39 日後 （8 月 24 日）まで 数え た．〔28〜31℃ ）

暫定産 卵 数 発生成虫数

水平而

PH ＊ 蕪

垂 直面

PH 有

水平面

PH 有
合言「

． 水平面

PH 無

垂直面

PII有

水平面

PH 有
合計

A 位置

B 位
．
置

C 位 置

102 001 014　

　

1

lll7 000 349

』

210　

　

8

「
0

「
D2

　

　

8

合計 3 ユ 15 19 0 9 83 92

＊ PH ： ピ ン ホ ール
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表 11 ク ラ フ トペ ーパ ー
膜蓋 の 捕獲 カ ッ プへ の 成虫 に よ る産卵と次世代成虫の 発生数

　　 8 月 16 口設置 （成虫多数発生中 の 飼 育 カ ッ プ を 放 飼 カ ッ プ と して を 設 置t205 匹が ア リ
ー

ナ 床で 活動後

　　 死亡），捕獲 カ ッ プ を ア リー
ナ の 4 隅に 配置

　　 左 ： 暫定産 卵数

　　　　 7H 後 （8 月 23 日 ）に 捕獲 カ ッ プ 表面に 産 ま れ て い た卵数を数え た．（30−−31℃ ）

　　　　 （ほ と ん ど が ク ラ フ トペ
ーパ ー

表面 と蓋枠 の 間 の 隙 間 に 産 ま れ て い た．）
　　 右 ： 発生成虫数

　　　　 捕獲iカ ．
ン プ の 中で 発生 した次世代成虫を 53 日後 （10 月 8 日）まで 数え た．（22〜31℃）

暫定産卵数 発生成虫数
捕獲 カ ッ プ

ピ ン ホ
ー

ル 無　 ピ ン ホ
ー

ル 有 合計 ピ ン ホ
ール 無　 ピ ン ホ

ー
ル 有 合計

ABCD 2111 2422 4533 OOOO 435

∩Ψ

2
ワ】
2Q

り

」
43

尸
OO

2223

合 計 5 10 15 0 102 102

の み発生 して お り，
ピ ン ホ ー

ル の な い ケ
ー

ス で は

ゼ ロ で ，ふ化幼虫が ピ ン ホ
ー

ル を通 っ て 内部に侵

入 した こ とを示 して い る．実際顕微鏡下で 水平な

ポ リエ チ レ ン膜上を歩行 して ピ ン ホ
ー

ル か ら侵入

す る幼虫を観察で きた．同様 の 結果は 写真 3 の 配

置で行 っ た実験で も示され た （表 10）．表 10 で

特 に 興味ある こ ととは，ポ リエ チ レ ン の 膜面が垂

直で あ っ て も産卵が行われ，次世代の成虫が 発生

した こ とで ある．

　 ク ラ フ トペ ーパ ー
で 蓋を した場合 も，そ の 表面

に産卵が行われ ， そ の 数 は ピ ン ホ ー
ル の あ る方に

多 く， 次世代成虫は ピ ン ホ ール の あ る餌ケ ース の

みか ら発生 した （表 11）．こ の場合 もふ化幼虫が

紙面上を ス ム ーズ に歩行す る の を観察で きた．

　 タ バ コ シ バ ン ム シ と共 に貯蔵食品害虫 と して 最

も被害の 多い ノ シ メ マ ダラメ イ ガ に っ い て，成虫

が 直径 3〜6mm の 小穴 を通過す るな ど狭い 場所

に 産卵餌 を求め て 侵入する こ と （辻， 1999），餌

だ けで な く餌の存在を認識 して 包装材料 フ ィ ル ム

や容器 の 表面 に も産卵す る こ と （Tsuji ，2001 ），ふ

化幼虫は直径約 O．4・mm の ピ ン ホ
ー

ル を通 っ て 侵

入で きる こ と （Tsuji，
1998）， ふ 化幼虫は少な くと

も 38Cln 離れ た餌容器 の ピ ン ホ ー
ル を通 っ て 侵

入 で きる こ と 〔Tsuji，2000 ）を，著者はすで に報

告 した，こ こ で タバ コ シ バ ン ム シ にっ い て得 られ

た デ
ー

タは ，
コ ウ チ ュ ウ 目に属す る タバ コ シ バ ン

ム シ も， チ ョ ウ 目に 属する ノ シ メ マ ダ ラ メ イガ と

類似 した餌 へ の 侵入方法を も っ て い る こ とを示 し

て い る．

　タバ コ シ バ ン ム シ の 成虫 も餌の 入 っ て い る容器

を認識 して 直径 6mrn の小穴 か ら侵入 した （表

1） が， そ の 体型 とサ イ ズか らみ て よ り狭 い 隙間

か ら侵入で き る こ と は容易に 推定で き る．成虫 に

よ る捕獲 カ ッ プ 蓋 へ の 産卵や ， ピ ン ホ ール を通 る

ふ 化幼虫の 内部 へ の侵入結果 （表 9，10，11）をみ

ると， ノ シ メ マ ダ ラ メ イ ガ 同様，成虫は直接餌 に

接 しな くて も産卵 し，
ふ 化幼虫が ピ ン ホ

ー
ル を

通 っ て侵入する こ とが示 され て い る．

　ふ 化幼虫が水平な ポ リエ チ レ ン 膜面上や ク ラ フ

ト紙面上 を比較的 自在に歩行す る こ とが実体顕微

鏡下で 確認 され た の で ， 餌へ の 直接の 産 卵 と侵入

だ け で な く，餌以外の 場所へ の 産卵 と微小な ふ 化

幼虫 の 移動 によ る侵入が ，ノ シ メ マ ダ ラ メ イ ガ の

場合 と同様 に防止対策上 重視 され なけれ ばな らな

い とい え よ う．ちなみ に ，穿孔性で 餌 に ト ン ネ ル

を形成す る本種 の 幼虫で あるが ，大型幼虫で あ っ

て も平面上 をか な り自在 に 移動す る こ とが認 め ら

れ る．こ れ は潜地性 の コ ガ ネ ム シ幼虫が，（必要 な

場合）地表をよ く歩行で きる こ ととともに記憶す

べ きこ とで あろ う．

　餌容器を倒 して ポ リエ チ レ ン膜を垂 直に して お

い て も，産卵は もちろ ん ， ピ ン ホ ール の ある餌容

器内で の 幼虫生育と成虫発生が認め られた こ とは

（表 ll） ふ化幼虫が垂直なポ リエ チ レ ン 膜面 を歩
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行 して 中央の ピ ン ホ ール か ら侵入 した こ とを示唆

す る もの で あ るが
， 垂直面 の 歩行現場 は未確認で

あ る．一
方， ふ化幼虫が垂 直の ク ラ フ ト紙面で滑

り落ちずに歩行す る こ と は確認 して い る．
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